
附
則
第
七
条
の
四
第
一
項

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

第
百
十
六
号
）
第
十
四
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
受
給
資
格

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
号
）
附

則
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

船
員
保
険
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
」

と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
求
職
者
等
給

付
の
う
ち
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員

保
険
法
第
三
十
三
条
ノ
三
の
規
定
に
よ

り
失
業
保
険
金
（
平
成
二
十
二
年
改
正

前
船
員
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
失
業
保

険
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
三

項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
失
業
保
険
金
の
受
給
資

格
」
と
い
う
。）

同
法
第
十
五
条
第
二
項

平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保
険
法
第

三
十
三
条
ノ
四
第
一
項

平成™˜年˜™月™›日 木曜日 (号外第™�˜号)官 報
２

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
負
債
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
会
が

承
継
し
た
義
務
に
係
る
負
債
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
出
資
の
時
期
）

第
四
十
四
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
会
が
国
の
有
す
る
権
利
及
び
義
務
を

承
継
し
た
と
き
は
、
そ
の
承
継
の
際
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
額
は
、
政
府
か
ら
協
会
に
対
し
出
資
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

（
評
価
委
員
の
任
命
等
）

第
四
十
五
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
三
項
の
評
価
委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
任
命
す
る
。

一

財
務
省
の
職
員

一
人

二

厚
生
労
働
省
の
職
員

一
人

三

協
会
の
役
員

一
人

四

学
識
経
験
の
あ
る
者

二
人

２

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
は
、
同
項
の
評
価
委
員
の
過
半
数
の
一
致
に

よ
る
も
の
と
す
る
。

３

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
に
関
す
る
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
保

険
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
と
み
な
さ
な
い
期
間
）

第
四
十
六
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
三
十
七
条
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

一

平
成
十
九
年
改
正
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
（
以
下
「
平
成
二
十
二
年
改
正
前
船
員
保

険
法
」
と
い
う
。）第
三
十
三
条
ノ
三
第
四
項
各
号
に
該
当
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
期
間

二

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）の
前
日

ま
で
引
き
続
い
て
同
一
の
船
舶
所
有
者
に
被
保
険
者
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
又
は
当
該
使
用
さ
れ
て
い
た

期
間
前
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
（
前
号
に
掲
げ
る
期
間
を
除
く
。）に
係
る
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日

の
直
前
の
船
員
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
（
前
号
に
規
定
す
る
者
に
係
る
資
格
を
除
く
。）を
喪
失
し
た
日
が
当
該

被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
前
一
年
の
期
間
内
に
な
い
と
き
は
、
当
該
直
前
の
船
員
保
険
の
被
保
険
者
の
資

格
を
喪
失
し
た
日
前
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

三

施
行
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
い
て
同
一
の
船
舶
所
有
者
に
被
保
険
者
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
に
係
る
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
前
に
失
業
保
険
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
失
業
保

険
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
に
係
る
離
職
の
日
以
前
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

（
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
が
負
担

す
る
交
付
金
等
）

第
四
十
七
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
は
、
毎
年
度
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
平
成
十

九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
べ
き
額
を
協
会
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
費
用
は
、
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
三
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
協
会
が
支
給
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
保
険
給
付
の
う
ち
、
同
一
の
事
由
に
つ
い
て
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同

法
の
規
定
に
よ
る
保
険
給
付
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
額
及
び
当
該
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

と
さ
れ
る
も
の
に
係
る
事
務
の
執
行
に
係
る
費
用
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

３

労
働
者
災
害
補
償
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
は
、
毎
年
度
に
お
い
て
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
協
会
に
交
付
し
た
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
協
会
が
要
し
た
同
項
に
規
定
す
る
保
険
給
付
に
要
す
る

費
用
及
び
保
険
給
付
事
業
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
の
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
満
た
な
い
額
を
翌
々
年

度
ま
で
に
協
会
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

協
会
は
、
毎
年
度
に
お
い
て
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
額
が
当

該
年
度
に
お
い
て
協
会
が
要
し
た
同
項
に
規
定
す
る
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
及
び
保
険
給
付
事
業
の
事
務
の
執
行

に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
額
を
翌
々
年
度
ま
で
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
者
災
害
補

償
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
が
協
会
に
交
付
す
べ
き
交
付
金
に
充
当
し
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
八
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
協
会
を
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
訴
訟
に
つ
い

て
の
法
務
大
臣
の
権
限
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
に
規
定
す
る
国
又
は
行
政
庁
と

み
な
し
て
同
法
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
中
「
前
条
の
訴
訟
」
と
あ
る
の
は
「
全
国
健

康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。）を
当
事
者
又
は
参
加
人
と
す
る
訴
訟
」
と
、
同
条
第
二
項
中「
行
政
庁（
国

に
所
属
す
る
も
の
に
限
る
。
第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
八
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
管
し
、
又
は
監
督
す
る
事
務
に

係
る
前
条
の
訴
訟
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
訴
訟
」
と
、「
当
該
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
法
第
五
条

第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
条
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
、
同
法
第
八
条
本
文
中
「
第
二
条
、

第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
六
条
の
二
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
六
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五

項
又
は
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六
条
第
二
項
」

と
、「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は
「
協
会
」
と
す
る
。

（
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
者
が
失
業
保
険
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
老
齢
厚
生

年
金
の
支
給
停
止
に
係
る
経
過
措
置
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
）

第
四
十
九
条

平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
附
則
第
十
一
条
の
五
、
第
十
三
条
の
三
、
第
十
三
条
の
六
第
三
項
及
び
第
十
三
条
の
八
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
附
則
第
七
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。
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